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Ｆ
⑦
問
望
⑦
罠
の
さ
『
置
匡
①
Ｑ
①
一
口
勺
○
さ
ぬ
ロ
①
〉
も
画
玩
夛
婁
巨
凰
。
⑦

国
目
色
『
①
．
（
”
①
ぐ
ロ
⑦
島
国
一
の
庁
．
：
一
四
℃
三
一
○
叩
○
℃
宮
①
胃

ｑ
、
用
山
一
如
計
．
瞬
晶
口
。
皇
①
］
ぬ
○
再
く
一
露
叩
露
Ｒ
一
○
口
．
】
巨
窒
一
⑦
骨
』
Ｃ
四
ｍ
・
）

〔
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
歴
史
的
使
命
「
打
準
史
文
化
史
詐
術
、

一
九
三
八
年
七
月
號
」
）

１冤
呈
一
・
．
一
か
１
．
１

罰
・
が
器
ｒ

リ
イ
ル
大
學
誹
沈
碓
記
。
諭
丈
と
稲
す
・
へ
き
程
の
も
の
で
も

な
い
が
、
佛
剛
西
か
ら
見
た
波
閑
の
雁
史
の
僻
稗
に
牽
吸
の
鮎

免
が
れ
難
き
う
ち
に
、
一
三
新
過
し
得
ざ
る
軸
も
あ
る
。
十
世

川
初
頭
か
ら
の
西
方
ゲ
ル
マ
ン
の
雁
迫
、
オ
ッ
ト
大
帝
の
祇
荊

等
に
封
し
て
、
汲
閑
が
法
王
の
援
謹
に
搾
っ
た
こ
と
は
、
波
哨

の
地
位
が
束
駄
に
存
す
る
に
も
抑
は
ら
ず
、
そ
の
文
化
の
伽
向
●

が
、
西
欧
的
と
な
っ
た
所
以
で
あ
る
と
砿
き
。
ス
ラ
ヴ
族
中
雌

も
ラ
テ
ン
文
化
を
な
し
、
従
っ
て
佛
噛
門
と
親
し
と
砿
く
。
又

獅
逸
騎
士
剛
と
の
側
係
を
純
肌
す
る
に
術
っ
て
、
ダ
ン
チ
ヒ
市

は
元
来
ス
ラ
ヅ
の
州
投
に
し
て
、
も
と
の
名
稲
は
グ
ダ
ン
メ
ク

で
あ
り
、
獅
逸
名
化
し
て
ダ
ン
チ
ヒ
と
た
つ
た
こ
と
を
常
ひ
、

「
コ
リ
ド
ー
ル
」
と
は
柵
逸
の
方
か
ら
籾
て
こ
そ
、
「
通
路
」
で
、

錐
報

西
洋
史
學
研
究
命
記
録

藁
報

1

波
燗
を
海
へ
通
し
て
や
る
と
云
ふ
意
に
解
せ
ら
れ
る
が
、
元
來

波
哨
の
も
の
で
あ
り
、
凋
迎
の
械
城
が
こ
の
通
路
に
山
っ
て
分

離
さ
れ
た
と
老
ふ
る
は
課
で
あ
る
と
託
き
。
次
い
で
波
剛
分
割

の
雁
史
を
述
銅
へ
て
ゐ
る
。
又
「
ス
ラ
ク
タ
」
と
云
ふ
窓
は
、
決

し
て
少
数
武
族
殊
に
破
葹
蛍
族
を
指
す
も
の
で
な
く
、
武
族
並

び
に
向
ら
耕
す
小
地
主
を
も
含
め
て
柵
ふ
も
の
で
、
こ
の
階
級

に
由
る
「
批
族
比
主
政
治
」
は
、
礎
に
剛
民
の
百
分
の
十
二
の

政
論
で
あ
り
、
同
時
代
の
英
州
の
地
主
政
治
が
、
価
に
剛
此
の

百
分
の
二
で
あ
っ
た
こ
と
に
、
比
岐
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る

と
述
◇
へ
て
ゐ
る
。
更
に
「
拒
否
樅
」
は
雁
史
に
於
て
決
し
て
濫

川
さ
れ
た
も
の
で
な
い
こ
と
を
述
曇
へ
、
結
川
政
治
的
に
苦
難
を

求
ね
、
滅
亡
し
、
復
派
し
、
更
に
滅
亡
せ
ん
と
す
る
波
附
の
歴

史
的
使
命
に
就
て
は
、
中
古
は
十
字
躯
に
従
は
な
か
つ
た
が
能

く
ク
リ
ス
ト
教
を
中
欧
に
於
て
擁
護
し
、
十
七
世
紀
末
に
は
ウ

イ
ン
包
側
の
Ⅲ
戦
蛎
を
躍
退
し
た
こ
と
を
岡
想
し
て
、
詩
人
ミ

イ
キ
エ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
、
「
汝
の
粘
鯉
を
完
く
す
る
こ
と
に
於
て
・

汝
の
祁
剛
の
境
界
を
披
大
せ
よ
」
を
掲
げ
、
こ
の
粘
抑
は
佛
蘭

西
に
於
て
、
ラ
ム
ネ
エ
と
モ
ン
タ
ラ
ン
、
ヘ
ヱ
ル
と
を
激
勵
し
、

波
剛
を
し
て
、
滅
亡
す
る
と
も
術
剛
比
と
し
て
存
せ
し
め
た
こ

と
を
醜
き
。
一
九
一
八
年
の
復
派
ま
で
、
狩
人
と
折
人
と
は
能

く
波
剛
の
粘
抑
を
保
打
し
た
と
常
ひ
、
現
疵
的
に
は
何
等
存
在

せ
ず
と
も
、
そ
の
雁
史
的
使
命
は
賊
大
な
る
も
の
あ
り
と
述
皐
へ

て
ゐ
る
。
こ
の
和
の
論
文
に
は
、
大
概
時
励
の
影
郷
が
多
く
見

一
三
五



r

p
l

国
閏
胃
昇
冒
旨
冨
の
房
》
同
旨
冒
言
昌
印
３
＄
国
⑦
菌
‐

厨
己
Ｈ
ｏ
』
⑦
弄
蒔
国
肘
員
屋
『
旦
閉
．
（
尉
出
稗
．
ご
苛
再
区
芦
肖
い
○
ず
鼎
．
。

×
×
悶
目
．
少
］
眉
員
ら
８
．
℃
ロ
ざ
、
ｌ
葛
ｅ
（
ビ
ス
一
、

ル
ク
の
伊
太
利
粘
僻
拙
紫
Ｉ
史
學
季
報
一
九
三
九
年
六

月
跳
）

ず
ま
君
賑
《
今
Ｉ

ｒ
刈
坐

》
・
和
』
Ｐ
ｔ

こ
の
論
文
に
川
ひ
た
丈
祥
は
、
「
潤
迎
外
交
丈
杵
築
」
及
び

「
ダ
ー
レ
ム
内
秘
文
杵
難
」
か
ら
の
も
の
で
、
椛
威
あ
る
も
の

で
は
あ
る
が
、
論
者
の
地
位
か
ら
老
へ
れ
ば
、
丈
神
批
判
が
あ

り
さ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
、
そ
れ
が
無
い
。
従
っ
て
丈
番
か
ら

の
諭
断
で
な
く
、
論
考
に
丈
祥
を
交
し
た
雌
が
あ
る
。
論
文
の

は
じ
め
に
、
少
し
兀
握
な
ぼ
ど
に
術
昨
の
形
勢
を
述
べ
て
あ
る

の
に
比
し
て
、
飛
紫
の
惹
味
を
、
ビ
ス
マ
ル
ク
の
心
中
に
探
る

と
云
ふ
や
う
な
と
こ
ろ
が
無
い
。
ま
た
こ
の
覗
変
を
通
じ
て
、

ピ
ス
マ
ル
ク
そ
の
人
、
或
は
術
昨
の
プ
ロ
シ
ヤ
の
政
論
上
の
地

位
等
を
、
論
断
す
る
こ
と
も
少
い
。
然
し
、
こ
の
価
太
利
結
嫉

の
問
題
に
州
す
る
經
過
は
、
光
分
に
了
解
さ
れ
る
。
こ
の
川
越

を
、
こ
れ
ほ
ど
活
躍
に
描
い
た
も
の
は
、
恐
ら
く
他
に
あ
る
ま

蝿
報

え
る
が
、
こ
の
論
文
は
そ
れ
が
少
い
方
で
あ
る
。
昨
年
の
奥
の

も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
元
来
」
』
の
雑
砧
は
さ
ほ
ど
よ
い
論

文
を
禍
げ
る
も
の
と
も
忠
は
れ
な
い
。
こ
の
雛
は
塒
に
巾
朧
關

係
の
も
の
の
聯
錐
で
あ
る
。

I
I

一
一
二
一
く

い
と
胆
は
れ
る
。
右
益
な
論
文
で
あ
る
。
こ
の
論
文
余
二
十
九

ノ

互
中
、
は
じ
め
の
十
一
瓦
は
、
一
八
六
六
年
戦
役
後
の
伽
関
西

神
雑
内
側
係
か
ら
碗
き
川
し
て
、
伊
仙
塊
三
脚
同
州
の
側
向
が

次
雄
に
瓢
耕
に
な
り
、
、
ピ
ェ
マ
ル
ク
の
「
継
延
政
紫
」
が
耐
方

而
に
不
備
を
招
い
た
こ
と
を
池
・
へ
て
、
・
和
々
沁
遥
の
感
が
あ
る

が
、
又
一
而
か
ら
掘
れ
ば
、
紡
僻
批
紫
の
川
る
那
態
が
よ
く
了

解
さ
れ
る
。
結
川
、
こ
の
論
文
に
は
肌
言
し
て
な
い
が
、
三
剛

同
脱
に
對
す
る
窮
除
の
錐
の
や
う
な
意
が
、
・
ビ
ス
マ
ル
ク
の
紬
‐

辮
推
紫
に
窺
は
れ
る
。
は
じ
め
、
伊
太
利
王
子
ウ
ン
ベ
ル
ト
と

塊
川
染
族
一
女
と
の
絲
辨
の
案
が
あ
り
、
辨
雑
西
の
伊
太
利
眺

在
使
柿
ウ
セ
ド
ム
が
、
之
を
以
て
三
脚
同
蠅
の
前
兆
な
り
と
し

た
が
、
之
は
雨
脚
の
政
治
事
態
の
た
め
に
容
易
に
ま
と
ま
ら
な

い
。
そ
の
中
に
ウ
セ
ド
ム
が
案
田
し
て
、
ビ
ス
↓
、
ル
ク
が
大
い

に
徒
成
し
た
の
が
、
ワ
ン
ゞ
ヘ
ル
ト
．
と
辨
雑
閥
王
族
シ
グ
マ
リ
ン

ゲ
ン
公
女
一
、
リ
イ
と
の
結
嫉
の
案
で
あ
る
。
然
る
に
禰
畔
同
公

女
と
、
呼
義
王
子
と
の
結
嫉
の
話
も
あ
り
、
微
妙
な
州
係
が
生

じ
た
。
即
ち
、
佛
剛
西
が
ラ
イ
ン
左
洋
地
の
要
求
そ
の
他
を
叩

出
し
た
こ
と
、
（
六
六
年
戦
役
に
中
立
を
守
っ
た
代
価
と
し
て
）

に
對
し
、
ビ
ヱ
マ
ル
ク
は
之
を
拒
否
し
、
佛
剛
西
の
、
圷
義
併

合
を
唯
示
し
た
こ
と
も
あ
り
私
英
幽
は
樋
力
、
圷
義
猫
立
を
希

望
す
る
等
で
、
辨
伊
の
結
嫉
述
絲
は
、
剛
際
的
に
も
微
妙
な
も

の
と
な
っ
た
。
こ
の
昨
杵
剛
韮
は
、
「
こ
の
辨
伊
結
姫
案
に
は

笠
成
す
る
が
、
要
は
、
公
女
の
心
と
シ
グ
マ
リ
ン
ゲ
ン
公
の
窓

＄

’
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舞 輯 咋 森 》 姉 詐 罎 吋 雫 峡 恥 叩 手 嶋 稔 や 禧 惑 》 皿 剰 ’ 一 八

一 ｎ 窺 い 、 再 心 陛 龍 ｓ 剖 二 ・ 作 以 吋 苓 三 卉 単 鳶 ４ 拍 耐 踊

鴬 景 君 》 》 峠 諦 詩 嘩 一 四 一 》 争 串 》 》 一 一 一 僻 砕 翻 哉

鑿 一 嬬 恥 崎 恭 》 》 銅 函 群 》 鍜 雷 寄 準 諦 蕾 討 韓 ↑ 喉 “ 》 許

一 ． 》 》 》 評 》 》 坤 》 ／ 》 謡 轌 織 挙 癖 咋 癖 華 》 》 一 計 峠

一 》 》 葬 一 》 や 》 一 》 《 》 》 》 》 一 寺 州 》 一 雨 》 》

侭 ？ 群 済 鳶 ・ 営 ・ ‐ ｝ ‐ 藻 ｓ 』 “ 作 葦 時 鴬 一 汁 Ｉ Ｄ 々 ／ ‐ ノ 。 Ｈ 蝋

貢 却 妻 Ｓ 篤 風 土 ↓ 琶 呼 葛 衿 ・ 異 ｓ 葬 蒲 制 ・ 、 計 ・ ｉ ｎ 計 再 ↑ １

章 Ｓ 蕩 率 喉 Ｆ Ｎ １ － ‐ ‐ 時 Ｆ １ 淵 昔 万 輩 諏 菫 炉 憲 （ ご 。 馬 魯 呼 罵 峠

汁 詳 時 Ｓ 汁 ４ 四 一 ・ ・ 僻 再 一 序 蕩 》 〉 《 序 丙 鷆 、 誹 計 ・ 両 部

賎 尋 壽 Ｓ 汁 臥 Ｉ 端Ｊ Ｓ ・ 當 斗 誉 ヴ 濤 葺 弓 Ａ

Ｌ 〆 浜 Ｓ 蛸 一 識 奉 一 率 奉 誇 如 叩 叩 輻 唖 函 ．ｕ 。 〃 Ｌ 〆 ｕ

ｗ 龍 》 鶉 討 李 》 》 》 函 岬 岬 誹 》 唾

》 袴 学 詐 蓋 一 津 Ｓ Ｅ 音

６ Ⅱ
駝 醒 ” 唱 園 ” 函 ｄ

川 》 犀 》 一 一 一 一 吋 岬 、 一 〃 Ｉ

く 叩 ． 脚 鱗 、 評 小

℃ 瓠 ． 諦 泡 唖

Ｎ ９ 〆 Ｌ 斗 糎０ ３

，

弘 氾 一 岬 銅 ．鄙 耐 亘 亀 抑 一 竜 Ｆ 一 汁 一 塘 舎 〃

叩 覗 羽 沖 画 ．

《 》 》 》 》 《 一 》 一 癖 ・ 癖 唖 ． 飛 函 。 率

畦 沁 唖 料 睡学 僻 心 び く 詐 瑞 ご 計 Ⅲ

纈 令 戸 缶 》 〃 尋 牽 〆 詮 屯 雲 Ｊ ｏ － ｎ ｅ

顕 諏 卿 寺 、

〃 畿 菫 。 追 薗 Ｉ 蒔 電 死 平 理 普 ｍ

ｉ ／ 口 ↓ 評 、 〆 い 一 一 ” 一 曲 』 〆 堂 写 寓

、

.
ら

作 霧 堂 誹 議 蟄

碍 Ｆ ｎ 斗 蹄 一 兵 丙

ご 妻 ． ｜ ご 荒 三 爵

峨 汁 。 畔 丙 ｒ

一 宇 塾 一 ｒ ハ ペ 》 〔 〉 ヴ

計 鷲 ８ 畷 嘩 が

号 Ｉ 罰 ． 。 。 誉

６ 〆 訓 郭 寺 寺 時

計 汁 汽 も が － 蕊 ．

Ｆ １ 屍 辨 Ｊ 、 ト

ト 今 抑 ぺ い 作 卜 Ｆ

討 置 卦 云 群 。 Ｆ 丙 八

斗 陣 プ 汁 片 侭

・ 鶚 ‐ 号 ・ ・ 万 ぃ 沢

・ 一 半 顎 ’ ４

第 蒋 魏 計 ￥

が 、 で Ｆ 、

菫 一 Ｆ 斗 ゴ 再

蔑 計 鳴 壹 ジ

三 ｓ Ⅲ 汁 含 ．

戸 ｄ 声 望 汁

言 母 ３ ８ 堂

ノ 〈 が 言 。 這 時

／ ｎ ． 汁 淳 恥 瑞 〆

P



、 一

Ｉ
1卜

、

で
あ
っ
た
が
故
に
、
敢
て
原
稿
に
愛
吏
を
加
へ
な
か
っ
た
と
い

ふ
。
諭
恭
に
從
へ
ぱ
、
十
九
仙
紀
チ
ラ
ク
比
族
迩
励
の
勃
興
以

來
、
や
坐
も
す
れ
ば
三
十
年
戦
役
後
の
ポ
ヘ
ミ
ャ
韮
叫
は
粘
抑

的
沙
洩
。
知
的
悲
惨
の
時
代
と
兄
倣
さ
れ
た
が
、
近
昨
チ
ー
ェ
ッ
ク

の
史
家
、
殊
に
美
術
史
家
の
川
に
こ
の
ゞ
〈
ロ
ッ
ク
芙
術
を
見
施

さ
う
と
す
る
傾
向
が
起
っ
て
来
た
。
な
る
ほ
ど
十
七
、
八
世
紀

の
ボ
ヘ
．
、
、
ャ
は
、
政
治
的
剛
氏
的
力
而
で
は
デ
ヵ
ダ
ン
ェ
の
昨

代
と
云
へ
る
が
、
今
日
向
地
方
を
訪
れ
る
者
は
ひ
と
し
く
術
昨

の
雄
築
や
梨
徒
像
の
職
し
い
の
に
一
驚
し
、
そ
こ
に
は
た
し
か

に
一
つ
の
オ
リ
ヂ
ナ
ル
な
考
へ
方
・
生
き
方
が
存
在
し
て
、
剛

民
的
粘
抑
・
地
域
伯
仲
銃
・
踵
に
チ
ェ
ッ
ク
的
な
る
歴
史
的
記
憶

を
表
肌
す
る
一
つ
の
文
明
が
花
咲
い
て
ゐ
た
邪
を
感
じ
る
し
、

こ
の
展
礎
念
は
特
に
そ
の
充
分
な
る
誰
推
を
提
供
し
て
ゐ
る
。

抑
を
バ
ロ
ッ
ク
韓
術
は
、
異
端
に
鋤
す
る
激
烈
な
る
岡
僻
の
昨

代
に
生
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
は
狐
る
新
に
宗
我
的
感
動
を
よ
び

夕
起
す
と
こ
ろ
の
ス
・
ヘ
ク
タ
ク
ル
を
典
へ
ん
と
し
、
超
人
川
的
超

、
然
的
な
惟
界
、
地
上
と
絶
縁
さ
れ
た
天
と
し
て
の
抑
の
勝
利

の
世
界
を
豫
感
せ
し
め
ん
と
意
脚
す
る
も
の
で
あ
る
。
か
く
て

《
ハ
ロ
ッ
ク
美
術
を
目
し
て
、
叩
に
感
撮
を
倒
錨
せ
し
泌
皿
性
を

一
く
ら
ま
す
不
興
而
目
な
惹
剛
に
出
づ
る
ま
や
か
し
的
蕊
術
な
り

と
僻
す
る
郡
は
亜
大
な
る
誕
謬
で
あ
っ
て
、
紗
く
と
も
こ
の
蕊

乘
報

得
た
に
過
ぎ
ず
、
殊
に
水
稲
に
扱
っ
た
ポ
ヘ
ミ
ャ
の
蕊
術
家
に

と
っ
て
親
み
の
あ
る
の
は
あ
く
ま
で
ポ
ヘ
ミ
ャ
飛
脚
な
る
狐
念

β
Ｄ
〃
７
Ｊ

’
諭
恭
は
チ
ェ
ッ
ク
の
生
ん
だ
バ
ロ
ッ
ク
共
術
を
取
上
げ
て
ゐ
る
。

佃
、
主
催
者
側
が
催
示
紬
年
代
を
一
六
○
○
’
一
八
○
○

年
と
せ
る
こ
と
に
は
益
だ
永
服
し
難
い
も
の
が
あ
る
、
と
さ
れ

る
。
け
だ
し
ボ
ヘ
ミ
ャ
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
、
従
っ
て
バ

ロ
ッ
ク
の
決
定
的
勝
利
は
十
七
世
紀
中
葉
ウ
ェ
メ
ト
フ
ァ
リ
ャ
條

約
以
後
で
あ
り
、
ま
た
反
カ
ト
リ
ッ
ク
的
、
反
曇
ハ
ロ
ッ
ク
的
な
群

衆
の
考
へ
方
が
支
陥
的
と
な
る
の
も
一
八
○
○
年
よ
り
は
早
い

か
ら
で
あ
る
。
現
に
宗
教
的
イ
ン
ス
ピ
レ
イ
シ
ョ
ン
を
も
つ
作

航
の
大
部
分
は
一
六
六
○
’
一
七
六
○
年
の
も
の
で
あ
る
。

従
っ
て
命
場
に
あ
て
ら
れ
た
ワ
レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
満
も
腱
随
命

の
内
容
と
不
測
和
を
免
れ
ぬ
。
け
だ
し
そ
れ
は
一
六
二
○
’

三
○
年
の
も
の
で
、
祁
秘
的
に
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
的
な
バ
ロ
ッ
ク

凸

に
よ
り
も
、
牛
典
激
的
な
ル
ネ
サ
ン
ス
に
周
す
る
か
ら
で
あ
る

と
術
守
る
。
末
足
に
参
照
文
献
表
が
あ
る
。

一
三
八

術
が
Ⅱ
ざ
し
た
と
こ
ろ
の
も
の
を
班
解
す
れ
ば
、
そ
こ
に
生
れ

た
立
沢
な
蕊
術
的
作
砧
を
腿
め
て
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
し
て
、

国
圏
回
の
属
国
侭
酪
己
篇
ご
○
胃
誌
。
胃
少
員
阻
胃
号
吻

己
の
胃
の
島
①
ロ
”
胃
曾
Ｏ
ａ
ｇ
の
．
（
ド
イ
ツ
脇
士
川
の
政

論
的
使
命
）
１
国
の
爵
。
冑
烏
．
胃
胃
房
ゞ
喝
．
厨
且
〉

国
①
津
・

小
林
榮
三
郎

中
世
紀
バ
ル
ト
海
東
南
地
域
に
お
け
る
ド
イ
ツ
騎
士
剛
の
め

1

一

ID

1

両



〆
。

､

竿
は
ゲ
ル
マ
ン
災
族
の
大
移
刺
に
際
し
て
も
こ
れ
ら
の
地
方
を

完
奈
に
撤
退
し
た
の
で
な
く
、
共
残
研
分
子
は
五
・
六
枇
紀
の

・
頃
移
住
し
來
つ
た
ろ
う
が
比
族
と
混
合
し
た
の
で
あ
っ
て
こ
の

意
味
に
於
て
、
オ
ー
デ
ル
の
支
流
ネ
ッ
ッ
ェ
（
ｚ
の
冨
巴
河
及
び
ワ

ル
〆
河
の
流
域
を
以
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
故
地
（
ご
号
⑦
冒
画
○

な
り
と
す
る
外
間
の
史
家
の
樋
は
奈
く
根
推
が
な
い
、
と
主
雌

す
る
。
ま
た
結
論
の
部
（
三
九
八
瓦
以
下
）
に
お
い
て
、
ド
イ

ツ
騎
士
剛
遮
へ
ル
マ
ン
・
フ
寺
ン
・
ザ
ル
ッ
ァ
（
国
⑦
『
言
自
旨

ぐ
○
国
留
両
己
が
岬
の
法
主
及
び
県
帝
か
ら
占
推
地
に
お
け
る

残
ど
条
椛
を
委
ね
ら
れ
た
と
き
、
騎
士
川
は
二
つ
の
使
命
を
引

少

難
報

ざ
ま
し
き
業
紘
に
つ
い
て
、
十
字
乖
備
時
の
政
治
的
經
濟
的
郡
受
け
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
一
つ
は
川
北
〈
教
徒
の
キ
リ
ュ
ト
戦

備
か
ら
詑
担
し
て
蛎
北
則
の
細
織
純
梼
朧
衰
の
跡
を
概
述
し
、
改
宗
で
あ
り
、
へ
〃
一
つ
は
ド
イ
ツ
人
の
生
派
悶
椛
充
で
あ
っ
て

僻
に
そ
の
政
治
的
使
命
、
な
か
ん
つ
く
腿
業
移
氏
的
な
發
腱
に
騎
士
Ｍ
は
こ
の
い
づ
れ
を
も
果
す
こ
と
が
旧
来
た
と
記
し
て
ゐ

よ
る
そ
の
民
族
政
紫
的
使
命
ａ
一
⑦
一
色
一
窃
目
ｇ
ｇ
Ｏ
言
の
。
胃
る
が
、
他
の
簡
所
で
は
、
こ
の
後
者
こ
そ
錐
一
義
的
Ⅱ
的
で
あ

シ
ご
『
ぬ
号
①
）
為
吸
調
し
た
も
の
・
明
か
に
現
ド
イ
ヅ
の
ポ
ー
ラ
っ
て
、
蝿
へ
致
徒
た
る
プ
ロ
シ
ャ
族
の
改
宗
の
如
き
は
、
「
本
來

ン
ド
政
雄
を
朧
史
的
に
根
擁
つ
け
ん
と
す
る
意
岡
の
下
に
神
か
の
諾
Ⅱ
的
の
、
昨
代
川
雌
的
な
神
換
こ
に
過
￥
さ
ぬ
、
と
断
じ

れ
て
ゐ
る
ｏ
雑
誌
の
枇
孜
に
も
川
る
で
あ
ら
う
が
、
一
つ
の
脚
．
て
ゐ
る
（
三
九
一
面
〕
。
更
に
論
者
は
ド
イ
ツ
騎
士
側
が
プ
ロ

池
も
な
く
躍
究
的
な
論
文
と
は
云
ひ
難
く
、
傾
向
的
な
所
諭
が
シ
ャ
族
及
び
ザ
↓
、
イ
ト
族
（
霞
目
色
一
蔚
巳
を
火
と
刺
と
に
依
つ

あ
ち
こ
ち
に
見
え
る
。
て
絶
滅
せ
し
め
た
と
す
る
識
を
反
駁
し
て
ゐ
る
。
即
ち
塒
北
川

流
者
は
光
つ
捗
頭
に
、
ゲ
ル
マ
ン
比
族
（
共
故
地
は
バ
ル
ト
は
、
な
る
ほ
ど
反
抗
十
る
者
に
は
武
力
を
以
て
術
つ
た
が
、
恭

海
商
南
地
域
に
求
む
。
へ
き
で
あ
る
と
一
亭
む
が
慨
に
オ
ー
デ
ル
順
な
る
プ
ロ
シ
ャ
族
は
こ
れ
を
防
錘
、
線
の
前
方
地
皿
、
剛
境
方

流
域
か
ら
ウ
ィ
ヱ
ッ
ラ
河
の
一
プ
ル
タ
地
塒
、
更
に
漁
咋
に
識
か
而
な
ど
に
定
住
せ
し
必
て
前
術
的
役
割
と
怖
報
の
入
手
に
任
ぜ

て
リ
ー
フ
ラ
ン
ト
に
ま
で
韮
川
し
て
ゐ
た
と
述
・
へ
、
し
か
も
彼
し
め
た
の
で
あ
っ
て
、
か
う
し
た
行
政
的
結
合
に
よ
っ
て
は
じ

I ｡

め
て
プ
ロ
シ
ャ
族
の
完
粂
な
る
吸
收
は
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ

る
、
殊
に
十
七
仙
紀
に
至
る
ま
で
プ
ロ
シ
ャ
語
そ
の
も
の
は
知
・

ら
れ
て
ゐ
た
と
い
ふ
那
疵
が
、
か
坐
る
側
向
的
歪
曲
の
論
に
對

す
る
絶
好
の
反
誰
で
あ
る
、
と
な
し
て
ゐ
る
（
三
九
六
瓦
）
。

］
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回
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営
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○
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の
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昼
ロ
⑥
《
旧
の
切
同
の
の
畠
ｍ
Ｑ
①
患
同
日
冨
唾
Ｏ
ご
処
①
］
四

口

ｐ
］
言
旨
①
骨
蚕
量
蒟
月
①
．
弓
○
厘
国
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○
○
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．
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○
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画
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①
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I
《

再
三

ラ
ィ
エ
ン
家
、
一
九
一
二
一
年
刊
）辛

“
腸
正
義

此
著
は
必
ず
し
も
近
刊
と
は
洲
ひ
将
ず
寧
ろ
跳
に
古
い
も
の

で
は
あ
る
が
諺
僻
殊
問
題
と
し
て
そ
の
研
究
内
群
が
典
味
あ
る

の
で
Ｗ
く
そ
の
大
要
を
紹
介
す
る
。
此
粁
は
副
他
も
示
す
如
く

ク
レ
ー
フ
ェ
ル
ト
に
於
け
る
ラ
イ
エ
ン
家
の
伽
支
配
下
に
あ
っ

た
一
七
九
四
年
よ
り
一
八
一
川
年
に
至
る
川
の
政
論
的
批
命
的

並
び
に
純
濟
的
な
鍵
遥
を
述
《
へ
て
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
地
方
史
に
一

五
献
を
な
し
て
ゐ
る
。
先
づ
ラ
イ
エ
ン
ポ
の
雁
史
を
序
し
、
以

下
Ⅲ
次
に
伽
支
配
下
に
於
け
る
、
ラ
イ
エ
ン
家
の
人
々
政
論

的
發
腿
へ
の
闘
與
、
維
濟
政
論
的
發
腱
へ
の
州
典
、
ラ
イ
エ
ン

蕊
報

ン
卜
、
敢
命
を
肯
定
し
て
ゐ
た
カ
ン
ト
、
又
人
も
知
る
フ
イ
ヒ

ー
プ
、
雁
史
祈
雛
中
に
暗
に
梵
謝
し
て
ゐ
る
ヘ
ー
ゲ
ル
、
そ
の
祁

秘
、
韮
義
の
中
に
敢
命
に
對
す
る
一
昨
的
關
心
を
嚥
下
し
て
ゐ
る

シ
ェ
リ
ン
グ
ー
彼
か
ら
は
敢
命
に
反
鋤
す
る
陳
皿
が
生
じ
、
仰

統
、
本
能
、
民
族
、
雁
史
法
を
球
ぷ
、
ロ
↓
、
ン
チ
ッ
ク
が
挺
生

し
、
抑
架
同
盟
を
雑
排
し
、
一
八
一
川
年
の
反
動
が
生
ず
る
ｌ

等
々
・
佛
剛
幽
雅
命
の
潤
迦
丈
醗
帝
、
排
人
、
政
論
家
、
排
雌

器
共
他
に
及
ぼ
し
た
影
抑
は
大
き
い
。

言
．
汽
胃
の
巳
〕
鼻
）
ロ
儲
国
昌
扇
司
風
＆
『
．
粋
国
①
ヨ
『
・
ぐ
．

９
Ｆ
⑦
淵
冒
旨
属
吊
さ
丘
．
ぐ
胃
○
亘
○
炭
一
〔
）
黒
①
旨
‐
冒
昌
）

司
昌
ご
罠
．
呉
冨
．
ろ
９
．
（
ク
レ
ー
‐
フ
エ
ル
ト
に
於
け
る I

ゼ
ル
、
ス
ト
ラ
ー
ス
プ
ル
ク
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
等
に
披
張
し
、

盗
本
も
榊
加
し
、
伽
流
行
雑
寅
奴
も
収
斑
す
る
に
至
る
。
佛
雅

命
が
辿
り
、
佛
耶
が
催
入
し
て
來
、
次
い
で
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
ラ

イ
ン
地
方
に
北
を
進
め
て
來
た
。
佛
堆
怯
入
と
云
ふ
不
利
な
る

那
怖
に
も
抑
は
ら
ず
、
ク
レ
ー
フ
ェ
ル
ト
は
必
ず
し
も
純
沸
的

に
不
幸
で
は
な
か
っ
た
郡
を
記
し
て
ゐ
る
。
此
鮎
従
来
非
附
に

苛
餅
な
る
が
如
く
老
へ
ら
れ
勝
な
莱
商
同
蝿
叫
に
鋤
す
る
伽
側

よ
り
の
放
脈
が
存
在
し
た
と
す
る
こ
と
に
大
い
に
押
検
制
す
索
へ
多

き
除
地
が
あ
る
。
も
と
よ
り
此
粁
の
粁
者
は
猫
迎
人
と
し
て
佛

の
政
策
に
反
鋤
す
る
鮎
妙
く
は
な
い
が
、
凋
佛
の
各
脚
の
立
場

・
を
除
い
て
老
へ
れ
ば
莱
苅
同
盟
は
率
ろ
同
鯏
叫
に
収
っ
て
も
、

一
四
二

商
館
の
純
濟
的
發
腿
、
祇
称
的
方
錐
、
ラ
イ
エ
ン
家
の
永
教
的

維
濟
・
批
愈
的
状
態
を
述
争
へ
、
蛾
後
に
一
八
一
五
年
以
後
の
那

怖
を
附
記
し
て
ゐ
る
・
十
七
世
紀
後
半
に
ラ
ー
デ
フ
ォ
ル
ム
ヴ
ァ

ル
ト
よ
り
此
地
に
移
っ
て
来
た
ラ
イ
エ
ン
家
は
メ
ノ
ニ
ー
ト
派

（
プ
ロ
｜
プ
ス
タ
ン
ト
の
一
波
）
莱
川
を
形
成
し
、
亜
脈
布
、
生

絲
、
紙
、
杣
比
地
産
物
、
撚
糸
、
維
糸
等
の
小
川
物
の
交
愛
を

以
て
家
計
を
僻
ん
で
来
た
。
三
〈
七
○
年
以
後
は
ｎ
ら
生
絲
工

業
か
一
起
し
で
、
製
砧
の
販
嘆
を
始
め
、
ク
レ
ー
フ
ェ
ル
ト
の
名

は
一
雄
に
し
て
称
名
と
な
っ
た
。
そ
の
原
料
は
姑
は
フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト
の
定
期
市
よ
り
、
後
は
チ
ュ
ー
リ
ヒ
、
ト
ゥ
ー
リ
ン
、
ミ

ラ
ノ
等
よ
り
得
て
ゐ
る
。
一
七
二
○
年
以
後
に
は
撚
糸
、
維
糸

の
工
業
を
創
め
、
そ
の
支
店
も
チ
ュ
ー
リ
ヒ
、
・
ジ
ェ
ネ
バ
、
”
〈
Ｉ

I
D
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一
一

、

Ｓ 再 箒 Ⅲ

剴 旧 孵 堺 率 ．

冷 諜 ・罵 盲 Ｊ
剖 鈴 霊 岬 《

浄 作 蔀
余 齢

幅 〈 汁 議 １ ９ ‐

蕎 勝 津 謁 ” 唖 麺

雀 時 軍 く ぼ 、 岬 唖丙 涛 鴬 ‐ ． Ｏ 則 ．丹 鴇 Ｓ ａ ｕ “

〈 も 両 辿 搾 亘 碇 邸 皿

令 ぐ 〆 惹 識 配 加 可

｛ 旦 号 や

号 八 ㈹ 罰 蝦 ， ９ Ｈ Ｈ

Ｓ 鐸 菫 渉 却 弱 ． 平

評 語 湯 澤 唖 恥 軸

二 二 吟 行

』 》 や ９

鈩 計 判 ！ 淵 ｌ ｎ Ｐ

斗 宇 が リ 蓑 １ 庁 理 ね

僻 傷
鴬 脈 胴 伶 ″ 岸 舜 両 濤 ｊ 諜 郊 才 黒 葦 畔 Ｒ ｕ 昔 ｓ 津 誹 毎 〃 毫 両 瓜

。 受 《 川 口 鈴 憲 岬 労 尋 ｓ 蒔 篭 藷 索 パ パ 錨 詩 涛 ～ ｒ ｓ 時 母

一 ハ ト ． 壽 号 溝 口 》 》 含 再 議 言 垂 ． 吋 八 Ｕ 罵 司 ご 卜 毒 〃 ‐ 一 Ｍ 一 ） い

鳶 ｖ か Ｓ ゞ 峰 昔 争 議 易 障 諄 鳶 当 計 三 八 Ｕ 再 号 ト ヨ 同 房 印

時 ‐ ‐ 兵 制 槻 “ 一 爵 〆 令 誹 寓 儲 謬 桝 計 画 扉 涛 鴨 １ １ ｓ 。

Ｓ 岸 誹 鳶 雲 鳶 剥 落 令 丙 洋 一 ． 両 尋 誉 ・ 謡 割 彗 鞘 泡 夏 馬

議 Ｓ 三 時 三 片 隅 壷 儲 言 ｒ 呼 一 諺 民 劃 弐 崖 筐 民 儒 尋 ｓ 語

談 調 箸 刈 。 直 ｓ 川 繁 今 （ 、 こ ぐ 〃 誹 潰 薄 守 儲 毒 諒 亘 ， 尚 ソ

戸 隠 ″ 器 一 “ 畔 豊 ・ 芹 ｒ ‐ 万 ぃ ハ ト 一 八 ｓ ４ ８ パ ト ゴ 患 汁 ‐ 芹 斗

誌 、 ・ 叩 琴 判 ８ 両 浩 ～ ん 時 時 １ １ 識 が 急 汚 塁 塁 賎 が 両 刈

八 斗 勇 ｗ 狭 く 〃 宣 藻 汁 罵 へ 寵 Ｆ 汁 ・ 言 一 ハ ト 幾 戸 熱 舛 母 誘 い 、

詮 ｜ 》 ・ 菫 賀 Ｋ Ｕ 誉 ロ ー ） ￥ ｗ 、 ｇ パ ー 芦 瞬 葬 差 鳶 峠 讓 〈 ８ コ 対

喝 鐸 翻 諦 永 尉 渉 嶽 澪 一 壼 諦 赤 繧 謝 需 零 嶬 癖 塞 庵 毫 ｝ 、 詐 幽 輻

‐ 》 》 憐 笥 》 錯 拙 孝 一 》 録 押 峠 時 磨 諦 佃 璋 》 諦 一 》 一

計 聖 、 が ｝ ） 三 計 一 計 時 Ｓ 嘩 計 久 計 篝 舜 珂 億 簿 三 二 、 副 卜

Ｓ Ｊ 罰 グ 三 ｓ 一 ・ ・ 壽 嘗 舜 蒔 式 Ｓ 當 今 く Ｆ 幹 Ｓ 裡 鈴 川

臥 Ｓ 一 、 『 》 今 “ 凝 雲 索 溌 学 同 一 ″ 。 聲 皇 万 ・ 仔 室 神 寺 ， 岸

母 如 浸 与 再 漁 、 ｓ 酢 キ ト 瓦 Ｕ 三 万 針 参 謬 号 誹 粥 雪 計 ご ｓ

亭 瓜 ・ 再 二 需 丙 刑 藻 ご 函 計 Ｉ Ｕ 時 が 簿 母 二 １ 荒 再 作 ・ 呼 唇

・ 炉 巡 剤 吉 議 照 萱 〈 壹 勢 計 呼 ・ 悪 僕 い ‐ ノ “ 剥 ． 一 胖 雪 向

の

』 叩

鄙 ｄ 梧 辞 回 諜 篭 ｓ 雲 昔 ． 購 曇 び 涛

惑 母 ｒ 錨 ぐ １ ． 謂 一 ｎ 母 雨 項 Ｆ 誹

汁 ニ ト ノ 寺 〆 再 匡 誌 が ｆ 尋 汁 言

器 謨 Ｆ 炉 禽 １ 吋 舟 八 計 八 方 卜 暑

Ｓ 卑 八 菅 一 、 凱 号 爵 一 号 讓 魯 祠 鈴 』 ワ

室 悟 耀 が 舛 令 も 伝 汁 諜 吋 誌 １ ｓ

三 『 言 昇 ・ 心 幟 計 八 ・ ｕ ｊ 号 八 亀 ” 舜

梧 ４ 時 房 八 時 Ｊ 再 〕 ３ ６ 口 が ぐ ゞ

罫 母 浸 業 河 野 、 ノ 智 一 罰 汁 ヤ ト 鴬

叶 が 后 再 八 Ｕ ｓ 〆 洋 一 や ． 園 ・ 国 ・ 田 借

ヨ 蚤 峨 鶚 パ パ 洋 琴 》 弓 馬 ｓ 再 丙

ｄ 静 苦 ・ 鈴 讓 弓 く ｓ ぼ ら 認 涜 誉 諺

母 斗 八 洪 喜 搦 怜 ｒ Ｓ 宝 山 罵 が 尋

小 作 ８ 零 呼 ・ ・ 鍔 夏 強 さ 両 ・ が

。 Ｆ が 済 暁 濤 濤 Ｆ 熱 意 隠 汁 梁 汁

八 号 － ， 哩 舜 弱 童 丙 躍 僖 が 鈴 二

淫 鈩 鈩 時 丙 壽 謄 国 ｄ 叶 塁 再 辞

異 か 卯 菫 “ Ⅶ 二 戸 今 母 戸 扉 脚 劃

Ｓ 毒 学 洋 へ 云 爵 哩 一 ） 寓 言 八 Ｕ 汁

鞍 鷲 菖 〈 ド 尋 諜 、 。 ’ ， 騒 八 ぐ “

が 堂 〈 吋 隠 方 卉 作 ｕ ・ 津 毒 貯 謙

ｓ 叩 一 が ‐ Ｊ ｔ Ｕ 舞 卜 升 万 己 丙 再 が 潅

寓 腸 碧 計 再 再 敵 Ｉ 噌 再 か 上 時

宮 言 詩 作 Ｊ ・ 営 露 慧 苛 驚 く 壽 募

グ ー
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ら
か
、
峨
後
に
下
院
代
表
者
ハ
ー
リ
ィ
目
８
．
国
邑
⑦
己
の
戒

法
紫
發
布
に
あ
た
っ
て
の
濡
僻
を
以
て
此
の
剛
の
幸
刷
な
る
媒

介
は
各
黛
涯
の
烈
し
い
紘
端
と
極
端
の
川
に
存
す
る
と
い
ふ
デ

ィ
フ
ォ
ー
（
ロ
①
さ
巴
の
斎
を
麓
明
し
て
ゐ
る
。
即
ち
「
此
庭
に

は
教
命
と
幽
家
に
於
い
て
英
剛
古
来
の
政
論
を
雑
排
し
、
内
Ⅱ

と
い
ふ
如
き
何
等
か
あ
や
ま
っ
た
光
に
幻
惑
さ
れ
る
こ
と
な
く

か
う
し
た
機
愈
を
認
め
る
と
こ
ろ
の
糀
抑
が
見
ら
れ
る
。
」
と
。

ウ
診
砦
ｊ
ｏ
冬

勤
刺

流
者
は
決
定
法
制
定
に
至
る
繩
紳
を
詳
述
し
、
「
我
為
は
此
の
法

に
鋤
す
る
批
誹
か
ら
一
方
的
な
政
蹴
怖
熱
の
み
を
減
み
と
る
こ

と
は
沖
さ
れ
な
い
。
決
定
法
は
常
昨
の
不
安
に
戦
く
祁
介
に
あ

っ
て
王
蹴
轆
ひ
を
庭
蝿
し
今
日
の
英
剛
王
霊
の
韮
を
定
め
た
の

み
で
無
く
、
更
に
深
い
意
味
に
於
い
て
そ
れ
は
一
つ
の
叫
家
的

那
柄
と
兄
倣
し
柵
る
」
と
み
て
決
定
法
の
意
義
に
剛
家
枇
を
附

典
し
て
脈
る
。
「
名
琴
萠
命
」
の
桀
光
は
一
政
黛
の
勝
利
に
あ

る
の
で
な
く
、
弁
政
蹴
の
和
解
に
こ
そ
存
す
る
も
と
い
ふ
ト
レ

ヴ
ィ
リ
ァ
ン
（
ｏ
・
旨
．
園
①
ぐ
堅
曽
己
輿
加
葉
を
引
き
、
更
に
将

び
決
定
法
制
定
に
於
い
て
英
剛
史
は
同
じ
塩
群
を
持
つ
と
僻
稗

す
る
の
で
あ
る
。
其
の
制
定
の
心
血
的
前
提
が
ト
ー
リ
ー
、
ウ
イ

ッ
グ
の
川
の
純
緯
を
、
メ
ア
リ
ー
の
蕊
去
、
リ
ス
ウ
イ
ッ
ク
和
約

ル
ヰ
十
川
世
と
の
關
係
、
グ
ロ
ス
タ
ー
公
の
逝
去
を
繩
て
述
金
へ

オ

L

（
以
上
、
辛
腸
）

及
畢
生
一
同

研
究
發
表
倉

昭
和
十
川
年
度
錐
一
Ｍ
例
介
を
左
記
の
通
り
行
ふ
。

一
、
期
日
六
月
二
十
日
九
日
（
木
）
午
後
一

一
、
場
所
錐
三
油
押
宝

一
、
發
表
老
及
池
川

古
代
比
族
に
於
け
る
器
官
魂
怖
仰
に
つ
い
て

一
川
川

剛
史
學
命

新
入
生
歓
迎
含

昭
和
十
川
年
度
新
任
刑
手
中
井
氏
、
新
入
畢
生
阿
部
洲
の
微
迎

介
を
五
月
二
十
日
（
土
〕
錐
二
畢
生
集
含
所
に
於
て
州
仙
す
。

竹
岡
、
鏡
山
畑
先
生
の
御
出
席
を
柵
、
榊
陳
、
沈
川
剛
先
泄

及
び
畢
生
一
同
川
肺
の
上
に
て
怒
淡
す
。

研
究
旅
行

新
任
中
井
刑
手
新
入
生
阿
部
淵
の
撤
迎
を
推
て
左
記
の
遡
り
研

究
旅
行
を
行
ふ
。

一
、
，
期
日
六
〃
二
十
川
日
（
土
）

一
、
行
先
肺
脚
縣
三
井
郡
蕪
導
寺
方
而

一
、
参
加
者
竹
岡
、
鏡
川
雨
先
生
、
栴
虹
、
西
尼
剛
先
飛

雑
末
に
於
け
る
一
對
外
政
策
と
そ
の
祈
最

畢
生
岩
川
辰

副
手
中
井
虎
一

､Hi
よ
Ⅱ
"

雌

I
ﾛ

I
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田
村
君
渡
支
に
つ
き
壯
行
苗

畢
生
川
村
凹
澄
飛
来
亜
復
興
畢
生
勤
労
剛
貝
と
し
て
渡
支
に
つ

き
左
記
の
通
り
壯
行
會
を
州
催
す
。

鏡
山
先
生
御
入
除
に
つ
き
壯
行
及
歓
送
酋

鏡
山
先
生
名
器
の
雌
召
に
つ
き
叫
史
學
含
主
拙
の
下
に
壯
行
御

を
左
の
通
り
躯
行
す
。

．
「
期
日
八
月
十
一
日
（
金
）

一
、
場
所
岩
川
屋
食
蛾

一
、
出
席
者
竹
岡
先
生
、
並
松
先
生
、
日
野
先
生
以
下
多
数

竹
岡
先
生
九
月
六
日
よ
り
北
女
装
弧
地
方
に
御
柵
強
、
御
壯
健

に
て
十
月
九
日
に
御
蹄
校
せ
ら
る
。

十
月
初
句
先
生
よ
り
剛
史
艇
御
苑
・
に
愉
快
な
御
通
信
あ
り
。

握
淵
先
生
御
令
室
六
月
五
日
逝
去
せ
ら
る
。
剛
史
學
介
貝
一
同

韮
み
て
哀
悼
の
意
を
表
す
。
以
上
（
中
沖
）

重
松
、
竹
岡
、
矢
崎
三
教
授
の
支
那
研
究
旅
行

九
大
法
文
學
郁
砿
松
俊
章
教
技
、
矢
崎
共
朧
教
披
、
竹
岡
勝
也

一
、
期
日
七
月
五
日
（
水
）

一
、
場
所
岩
川
屋
食
堂

一
、
出
席
者
竹
岡
、
鏡
山
雨
先
生
、

諸
先
韮
並
に
理
生
一
同

垂

Lm
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栴
虹
、
榊
原
、
江
回’

教
授
は
支
那
佛
教
美
術
研
究
の
た
め
、
本
年
九
月
四
日
よ
り
十

月
九
日
に
わ
た
り
、
滿
洲
、
熱
河
、
北
京
、
蒙
恥
地
方
を
研
究

調
査
せ
ら
れ
た
り
。
（
中
江
）

本
諜
は
龍
谷
大
學
創
立
三
百
周
年
記
念
と
し
て
出
版
せ
ら
れ

た
も
の
で
、
そ
の
題
名
の
示
す
如
く
同
大
畢
三
百
年
史
で
あ
る
。

龍
谷
大
理
は
草
創
以
來
本
願
寺
教
學
の
中
心
で
あ
っ
た
か
ら
一

而
に
於
て
は
本
願
寺
の
教
學
史
で
も
あ
る
。
寛
永
十
六
年
本
願

寺
錐
十
三
世
良
如
は
本
願
寺
に
學
泰
を
没
け
て
宗
學
の
洲
叢
と

し
た
。
こ
れ
龍
符
大
學
の
起
源
で
あ
る
。
以
後
一
宗
の
数
理
、
信

仰
は
畢
林
の
内
外
に
勃
興
し
、
論
争
被
し
き
時
代
も
あ
っ
た
。

三
業
惑
飢
は
畢
林
と
在
野
耀
脈
と
の
宗
義
安
心
に
開
す
る
論
争

で
、
一
汲
敬
皐
上
の
敢
要
問
題
と
な
り
、
つ
ひ
に
雅
府
の
干
渉

を
受
け
る
に
至
っ
た
。
此
の
結
果
却
て
宗
學
の
發
迩
、
畢
制
の

茄
新
を
見
た
。
明
治
維
新
に
際
し
て
は
勤
王
謹
法
を
中
核
と
し
、

嬢
制
の
改
雅
を
行
ひ
、
昨
世
の
推
移
と
對
池
し
諸
醸
を
収
入
れ

川
流
に
入
り
て
世
Ⅲ
一
般
の
學
校
制
度
を
探
川
し
て
益
為
整
怖

し
、
大
正
十
一
年
大
躍
令
に
準
擁
し
て
龍
谷
大
學
と
改
め
た
。

本
杵
は
史
料
を
殆
ん
ど
同
大
鯉
所
職
の
も
の
に
よ
り
、
禿
氏

赫
祁
数
授
、
門
符
順
無
救
授
を
顧
問
と
な
し
、
西
光
義
通
教
授

一
四
五

新
刊
紹
介

寵
谷
大
學
三
百
年
史
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、 、 、 十
六
に
及
び
、
創
設
祈
紫
よ
り
縦
を
起
し
、
制
度
の
愛
遜
、
各

昨
代
に
於
け
る
宗
驍
の
傾
向
、
雛
生
生
柵
の
排
移
、
校
舎
及
び

そ
の
純
縛
等
を
記
し
Ⅲ
つ
そ
の
湘
動
に
つ
き
述
今
へ
、
蝋
樹
な
史

料
を
描
出
し
て
居
る
。
我
が
愛
育
史
上
又
は
日
本
佛
戦
畢
史
に

州
す
る
好
笂
料
と
恩
は
れ
る
。

菊
版
九
六
○
瓦
附
年
表
六
○
瓦

龍
呑
大
畢
出
版
部
刊
非
夜
（
暹
沼
斑
海
）

一一一

、 、 ､

難
報

主
任
と
な
り
宮
峅
凹
迩
誰
師
、
杵
豊
大
剛
誰
師
の
諸
氏
細
纂
す

る
と
こ
ろ
で
、
錐
一
筋
創
延
、
錐
二
茄
曜
林
昨
代
（
前
期
）
、
錐

三
筋
三
業
惑
飢
、
節
川
筋
醗
林
昨
代
（
後
期
）
、
錐
五
筋
學
校
時

代
と
筋
を
分
つ
こ
と
玉
、
更
に
叩
に
於
て
章
を
立
つ
る
こ
と
四

昭
和
十
川
年
匪
錐
二
畢
期

蝿
釧
識
法
文
學
部
史
學
開
係
講
義
題
目■

日
本
思
想
史
・

日
本
洋
醗
史
（
臨
時
誹
義
〕

近
世
思
想
史

徒
然
草
（
波
智
）

國
屍

中
世
に
於
け
る
日
本
誹
紀
研
究

日
本
紀
誹
波
（
油
習
）

沈
香
（
古
文
審
誹
誠
）

争

＝

LP

ノ

遅遅暹
沼椚沼

竹竹板
岡岡沸

教
授

激
投

教
授

講
師

教
授

数
授 I

一
、
波
智
（
Ｆ
９
ｐ
己
鍾
巨
Ｑ
ｇ
Ｆ
①
印
口
昌
ぐ
①
易
い
匡
閑
・
ろ
ｇ
）

長
激
授

一
、
祓
智
（
可
凰
旦
凰
呂
昌
。
旨
の
号
晶
目
の
固
固
禺
呂
戸
畠

烏
の
国
冒
○
国
吻
日
易
〕
小
林
誹
師

東
洋
史

一
、
支
那
雌
近
百
年
史
亜
松
教
授

一
、
支
那
中
世
の
都
市
佛
敦
文
化
の
研
究
亜
松
教
授

一
、
元
代
史
概
説
日
野
助
敦
授

一
、
祓
習
（
史
記
「
平
準
番
」
及
び
「
貨
殖
列
傳
」
）
日
野
助
激
授

其
の
他

一
、
西
洋
哲
娯
史
小
腸
激
授

一
、
東
洋
倫
班
學
史
（
臨
昨
誰
義
）
西
識
師

一
、
束
洋
倫
理
畢
史
（
臨
時
講
義
）
加
藤
講
師

一
、
韮
督
教
思
想
史
・
佐
野
教
授

一
、
支
那
識
諭
史
矢
崎
教
授

一
、
日
本
美
術
史
演
習
矢
崎
戦
授

一
、
支
那
哲
學
史
（
明
代
後
期
の
思
想
）
楠
本
教
授

一
、
支
那
哲
畢
史
淡
智
（
近
思
録
）
柿
本
教
授

一
、
印
度
哲
學
史
概
論
（
印
度
六
派
哲
學
及
大
干
潟
教
授

乘
佛
教
史
〕

一一一

､ ､ 、

一
四
六

西
洋
史

西
洋
史
概
説
（
ウ
イ
ン
含
談
以
後
）

ド
イ
ツ
倒
比
主
義
の
發
展

雅
教
改
準
（
臨
昨
誰
義
）

〆

波小長
過林

識誹激
師師授

‐
１
１
１
１
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